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　演者が経験した 2 例の外来症例を通じて「内科医に求められる心と術」の実践を示したい。
　１例目は発熱と皮疹を主訴に受診した若い健康そうな男性である。アモキシリリン使用後におこった皮疹のため、薬
剤性の副作用を最初は考えていたが、臨床像を細かく見直すと common disease, rare presentation を呈していたことが
判明した。病態を深く理解することが内科医の重要な“術”であることを示したい。２例目は頭痛で受診した高齢の男
性である。２次性の関与がないか救急外来で調べられて問題はなかったものの、症状がなかなか改善しないとのことで
の受診であった。心理社会的な問題がないか確認をするプロセスであることに気づき、診療のヒントを得て症状は軽快
に向かった。日常的に総合診療科の外来で遭遇する問題であるのだが、内科医としてこのような“心”に焦点を当てる
ことで、内科疾患のコントロールに役立つことを示したい。
　患者さんの訴えの中には、身体的な問題がある一方で、心理的な問題も背景に潜んでいることを意識して診療するこ
とで、診療の質向上が得られるのではないかと考えている。限られた時間の中で、症例を通じ共体験をしていただけれ
ば、心と体の両方の問題を扱うことの重要性に気づいていただけることを、このセッションの目標としている。

I tried to demonstrate 2 cases that clarified the “Mind and Arts” for internists. The first case was a healthy young man who had 
fever and rash. At first, I thought the rash was related to use of amoxicillin, but his clinical course was different. I could diagnose 
a certain common disease, but it was rare presentation. This case might demonstrate that internists should recognize the clinical 
manifestations in more detail. The second case was an old man with subacute onset of headache. After evaluating his psychosocial 
problems, I got some hint to relieve his symptoms. The aim of this session was the participant realized the importance of both 
medical and mental problems.
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